
J

野出
品
一
カ
郎
時
十
先

巾
軍
剛
山
政
に
、
『
去
年
十
一
月

四
日

能
州
守
秘
桃
引
兵
部
大
師
殿
自
京
都
雷
同
御
下
向
之

問、

鴎
彼
御
手
之
路
、
間
十
九
日
御
敵
桃
引
兵
廊
助

直
信
磁
数
千
騎
、
自
越
中
令
乱
入
能
州
、
取
陣
一一品
品

情
一宮々

。
』
と
見
え
、
能
白
骨
名
跡
志
に
は
、『
家
数
百
軒

問
。
此
村
に
太
郎
左
衛
門
と
て
、
長
家
な
ど
へ
嗣
総

あ
り
て
古
き
者
あ
り
。
叉
笛
凶
三
十
三
番
順
融
十

一

番
札
所
前
衆
寺
と
て
あ
り
し
に
、
今
寺
な

L
。
本
録

制
抑
脅
は
此
村
伊
勢
屋
と
い
ふ
者
の
方
に
安
置
あ

り。
』
と
あ
る
。
叉
能
脅
誌
に
は
、
宗
祇
が
此
の
間酬を

逝
っ
た
時
の
作
と
て
、『
た
か
ば
た
け
と
て
も
た
か
る

る
削
ほ
か
な
』
の
句
官
級
せ
る
。

主
力
パ
生
ケ
ア
ツ
サ
ダ

一日間畠厚
定

通
都
源
太

郎
・
}九
郎
兵
衛
。
貸
出
間
十
二
年
父
孫
十
郎
の
也
知
七

百
石
世
襲
吉
、御
馬
麹
に
班

L
、
新
川
部
奉
行
・宮
腰

川
奉
行
・
御
作
事
奉
行
に
降
任

L
、
寛
政
元
年
物
駅

前
か
ら
次
第
に
界
活
し
て
御
応
廻
聞
に
一
主
旬
、
文
化

七
却
九
月
什
抗
日
夜
L
た
。
そ
の
誌
に
験
地
別
問

・

棟
地
縄
問
出
仕
松
闘
が
あ
る
。

主
力
パ
h
F
ケ
イ
へ
イ
高
一
白
血
伊
平

金
相
仰
の
町
人
。

詩
は
知
久
、
組
亭
叉
は
大
年
と
統

L
た
。
家
を
鍋
屋

と
い
ひ
、
傍
ら
岸
波
の
黙
を
描
い
た
。
文
政
元
年
五

月
六
日
サ
七
歳
に
て
問
問
。

主
力
パ
h
F
ケ
ザ
ダ
ア
キ

高
畠
定
詮

沼
都
茂
助
。

石
見
守
定
古
口
の
弟
。
前
出
利
家
に
仕
へ
て
依
千
石
を

受
け
、
後
叉
兄
の
純
千
石
を
分
か
ち
領

L
た
。
関
長

元
年
退
老
L
‘
子
諸
国
太
夫
そ
の
千
石
を
袈
ぎ
、
他
の

千
石
は
次
子
彦
太
夫
定
次
・
末
子
十
兵
衛
定
治
に
分

県
し
た
。
元
和
五
年
間
担
。

長
カ
パ
h
F
ケ
ザ
ダ
カ
ズ
守
一同
畠
定
量
石
見
守
定

吉
の
弟
。
初
前
点
政
。
遇
税
探
七
郎

・
木
工
。
兄
定

良
・定
訟
と
共
に
前
田
利
家
に
仕
へ
て
千
石
を
受
け
、

院
長
三
年
芳
春
院
夫
人
を
奉
じ
て
伏
見
に
至
り
、
二

h
F
カ
バ
h
F
ケ
サ
ダ
カ
h
F

高
畠
定
方

辺
綿
左
門
・

五
郎
兵
衛
o
M
M
は
背
木
議
四
郎
信
閉
山の
ご
子
で
、
院

長
六
年
高
品
定
吉
の
制
と
な
っ
た
も
の
。
矢
の
波
後

千
石
を
受
け
、
前
倒
利川
市
鎚
封
の
初
百
抗
十
石
や
附

L
、
大
坂
繭
役
に
従
ひ
、
後
役
に
首
二
つ

hr
加盟
、
印

後
Mm
週
間
削
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
承
服
一
見
年
総
め
、
製

二
年
間
世
し
た
。
子
荒
郎
兵
術
定
元
後
を
放
け
、
五
百

石
を
領
し
た
o

h
F
カ
パ
h
F
ケ
ザ
ダ
タ
カ

一一品
畠
定
一
品

辺
冊
耐
久
~ポ
・

木
工
。
父
は
定
日
。
幼
に
し
て
前
川
利
長
に
仕
へ

、

三
百
石
を
受
け
た
。
限
長
巾
掠
府
の
士
大
尚
一
一
中
逃

亡
し
て
、
名
札
叱
説
三
郎
右
衛
門
と
川
出
じ
来
・
り
仕
へ
た

が
、
幕
府
穏
に
命
じ
て
之
を
松
せ
し
め
よ
う
と
し
た

時
、
定
一
山
岡
潜
か
に
そ
の
様
世
間
き
、
自
ら
前
う
て
殺

害
の
任
に
留
っ
た
。
父
の
波
後
品開
千
百
全
般
ぎ
、
克

容
焼
失
人
に
ね
L
、
大
坂
の
役
に
は
足
料
如
と
な
っ

て
従
軍

L
.
後
役
に
は
八
町
聞
に
て
尚
一
つ
や
得
、

元
利
三
年
二
百
石
そ
増

L
、
疋
保
元
年
夜

L
た。

主
力
パ
h
m
ケ
サ
ダ
ツ
グ
高
畠
定
次

沼
稿
彦
太

夫
。
茂
助
定
訟
の
一
一子
。
大
坂
再
役
に
出
陣
し
、
二，

丸
で
筒
一
つ
脅
館
、
職
入
百
石
に
吉
山
h
ッ
、
w品
交
三
年

授
。

子
E
h
茂
太
夫
之
定
、
平
係
十
五
年」
H

六
蹴
に
し

て
乱
心
自
刃
し
、
家
断
絶
し
た
。

タ
カ
バ
h
F
ケ
ザ
ダ
ツ
ネ
一
品
畠
定
恒

泊
摺
源
縦
・

五
郎
兵
衛
。
五
郎
兵
衛
定
光
の
後
を
受
け
て
五
百
石

を
領

L
、
後
二
百
石
を
加
へ
、
U
T
保
十
四
年
七
且
八

日
七
十
三
践
を
以
て
裂
し
た
。

h
F
カ
パ
h
F
ケ
ザ
ダ
ノ
プ

高
畠
定
延

辺
総
左
門
。

益
矢
五
郎
兵
衛
定
恒
の
辿
跡
品
開
七
百
石
を
受
け
、
大

小
将
組
に
斑
L
、
究
娃
元
年
小
松
山
畑
週
番
聞
を
命
ぜ

ら
れ
、
貸
出
町
八
年
之
を
発
じ
、
十
年
七
且
十
七
日
七

年
を
絞
て
文
江
戸
に
従
ひ
、
十
六
年
そ
の
地
に
波
L

た。

h
m
カ
パ
タ
ケ
ザ
ダ
ヨ
シ
一
品
畠
定
夏

、
通
都
議
太

夫
。
茂
山
制
定
栓
の
子
。
磁
千
石
。
大
坂
一
件
役
に
従
う

て
、
三

J

丸
で
首
一
つ
を
位
、
究
永
六
年
安
慈
御
前

附
と
な
り
、
明地
，X
抗
年
視
し
た
。

十

一
設
で
制
限
し
た
。
官
君
雑
録
の
若
が
あ
る
。

h
m
カ
バ
h
F
ケ
サ
ダ
ヨ
シ
一
一品畠
定士ロ

賂
肢
の
人
。

突
は
孫
十
郎
官
光
。
初
名
孫
十
郎
、
後
総
部
。
幼
よ

り
前
旧
利
家
に
給
事

L
、
利
家
の
宗
家
を
州
出
ぐ
に
及

び
ご
百
石
キ
ι
受
け
、
天
正
の
初
従
う
て
越
前
に
来
旬
、

六
百
石
ハ
一
作
八
百
石
〉
や
加
府
せ
ら
れ
、
公
妹
畠
蜘

守
安
っ
た
。
九
年
利
家
の
児
安
防
と
共
に
能
積
七
賂

M
叫や
~守
り
、
十
年
協
力
茨
除

・
三
宅
長
仰
の
兵
そ
芝

射
に
按
ち
、
次
い
で
石
助
山
攻
療
に
功
が
あ
っ
た
。

十

一
年
定
吉
石
川
市
創
城
の
守
将
と
な
り
、
政

一一品

二
千
石
も
胃
腸
は
り
設
十
二
年
前
回
七
路
城
そ
守
・
り
、

九
月
史
引
山
中
入
の
荒
山
械
を
抜
き
、
十
問
年
越
中
宮

附
城
舟
守
り
、
hX
椴
三
年
従
主
位
下
石
見
守
に
叙
任

し
、
政
一

閃
七
千
石
に
上
。
、
限
長
冗
年
の
役
に
金

制作城山ザド守
h
，、
利
長
の
凱
旋
す
る
や
復
八
師
械
に
法

っ
た
が
、
縫
〈
も
な
〈
剃
笠
L
て
帥

心
と川町
L
、
七

年
致
仕
、
入
有
正
月
三
日
京
で
磁
し
た
o
u
r
年
六
十

八
。
法
蹴
宗
山
日
心
開
士
。

h
F
カ
パ
h
F

ケ
シ
ョ
ウ
一
日間
畠
庄

郎
防
榔
に
在
っ

た
。
滋
久
三
年
注
悲
の
能
号
凶
川
数
目
録
に
、『
一一品白国

府
、
拾
荒
川
九
段
九
、
建
久
二
年
立
袋
駅
』
と
あ
る
。

h
m
カ
パ
タ
ケ
サ
ダ
ヨ
シ

高
畠
定
夏
商
品
定
吉

の
刻
。
泊
抑
制
九
m
m
・M
T
右
衛
門
。
九
蹴
の
時
前
聞
利
家

に
仕

へ
て
千
石
荷
受
け
、
天
百
十
二
年
に
は
村
井
長

組
に
殺
し
て
総
中
朝
日
山
を
守
り
、
文
兄
定
吉
等
と

木
紡
城
脅
攻
め
、
八
王
子
・
大
即
時
寺
の
諸
役
に
従
ひ
、

隣
府
L
て
出
千
布
に
烹
っ
た
o
m世間
M
71

年
芳
春
院
夫

人
青
容
じ
て
百
戸
に
荒
り
、

m-年
六
十
抗
訟
を
以
て

授
。

主
力
バ
タ
ケ
ユ
キ
サ
ダ
一
品
畠
之
定

辺
都
小
僻

次
・茂
太
夫
。
職
八
百
石
。
御
馬
組
組
に
回
し
た
が
、

卒
保
十
二
年
イ

一
月
サ
七
日
二
十
六
践
で
乱
心
自
殺

を
仕
泊
じ
、
十
ご
且
六
日
知
行
を
召
放
さ
れ
、
二
十

人
扶
持
を
奥
へ
、
親
類
巾
に
引
取
り
結
り
を
命
ぜ
ら

主
力
パ
主
ケ
ハ
ラ
ヤ
マ
ブ
ン
高
一
畠
原
山
分

鹿

島
郡
商
品
の
う
ち
の
小
字
。
今
は
濁
立
部
世
間
と
し
て

取
扱
は
れ
て
民

Z
。

h
F
カ
パ
h
F
ケ
ヤ
ス
ザ
ダ

一一品
畠
保
定

逝抑制
平
十

郎
・苧
太
夫
・木
工
。
交
は
久
兵
衛
。
年
十

一
前
問
綱

紀
の
新
替
に
列

L
、
元
副
肺
六
年
吉
徳
の
側
小
将
と
な

っ
て
新
た
に
二
百
石
を
受
け
、
正
徳
中
大
小
枠
組
に

班
L
、
近
習
を
粂
ね
、
大
小
将
番
聞
に
進
み
、
平
保

九
年
先
手
物
聞
に
巡
り
二
百
石
や

-mL、
十
二
年
家

督
を
受
け
て
千
二
百
石
キ
-
鎚
ぎ
、
J
l
九
年
待
問
販
に

判
じ
、
元
文
二
年
部
川
刷
版
方
青
品
川
ね
、
引
い
で
府
廻

郎
を
総
て
定
者
…
摘
に
岡
山
で
ら
れ
、
職
秩
三
百
行
を
得

た
。
資
旧
四
五
年
退
老
剃
髪
し
て
閃
休
と
鋭
L
、
養
老

俸
三
百
石
宇
品
工
け
、
六
年
六
且
十
五
日
七
十
四
援
を

以
て
授
。

h
F
カ
パ
h
F
ケ
ヤ
ス
サ
ダ

高一息
安
定

通
桝
笹
太

夫
。
四
兵
衛
定
久
の
益
子
。
正
徳
一
冗
年
也
知
五
百
石

を
受
け
、
次
い
で
御
近
習
番
・
大
小
将
杭
円
よ
り
漸

〈
昇
濯
し
て
御
小
符
到
に
去
っ
た
。
詑
隠
十
三
年
五

且
入
日
夜
、
七
十
六
様
。

後
悦
亦
一
品
品
庄
が
あ
る
。

タ
カ
パ
h
F
ケ
シ
ョ
ウ

吉岡畠
庄

腿
島
郡
に
脇

L
、

掛
川
政
時
代
で
は
、
税引引
・前
凹・
高
出
・小
金
裁
の
四ヶ

村
守
含
ん
で
厨
た
。

h
F
カ
バ
h
F
ケ
ノ
リ
ヒ
ザ

一品
畠
式
久

東
鍛
態
長

五
年
九
且
品
目
六
日
の
艇
に
‘
能
奇
凶
御
家
人
商
品
太

郎
式
久
の
名
が
見
え
る
。
山
出
品
榔
高
山
闘
の
住
人
で
あ

-L?ヲ
。

タ
カ

五
O
六


